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都市域の気温変化と土地利用変化の関連性の分析
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(東京大学大学院農手生命千寸学研「究「1)

Analysis of Relationships beい げeen Air Temperature and Land Use Change

ln Urban Area

(解協測群七:相よ半古品鞘1端針縮i'
Abstract

This study、vas conductcd to deternlinc thc rclationships bct、vcen tempcrature and land use changc

i n  u r b a l l  a r c a s  T h e  m a i n  O b j c c t  w a s  t o  v c r i f h / w h e t l l e r  t h e r e  t s  a  d i r e c t  r e l a t i o n s h i p  t l l a t  c o u l d  e x p l a i n

thc changc in tcmpcraturc as a result ofland use changc in urban arcas. Using thc ll metcorological

stations in the Kanto Districti thc monthly records of lllaxilllum and minilllum tcmperaturc from

1940 to 1997、verc analyzcd, At thc salllc tilllc‐thc land usc maps of 1971 and 1997、vcrc analyzcd

io deterniinc thc land use changcs ln conccntric ctrcles、vith thc mctcorological station as tts centerl

thc number of grids that changed frortl arable and FOrcst to urban land use、vas used as tlle indicator

ofland usc change Thc apprOpriate extent ofland use change around a mctcorological statiOn、vas

cOnsidcrcd by varying the radius of thc concentric circlcs frOm l km to 20 km  The averagc

tcmpcrattlrcs「or t、vo periods bcforc 1971 and 1997、vcrc rcspectivcly calctllatcd,with thc pcriod for

avcraging varicdゃand thc diIFcrcncc alllong thcnl、,as rcgarded as thc climatic、varnling corrcspond―

ing to land use change bct、vccn 1971 and 1997 The relationship bct、veen thc climatic warming and

ti〕c change in thc number of urbanized grids 、 vas analyzcd statistically, considcring various

combination of the raditls Of thc concentric cil‐ctes for lllonitoritlg urbanizatiOn and the numbcr of

ycars for avcraging of tcmpcraturcs for both pcriods. Results of thc correlation analysis bct、veen

maxinlu■l air temperature and change in land use shO、ved a、vcak relationship On thc other hand,

a signincant pOSitivc corrclation bctwccn nlinilnum icnlpcraturc and changc in land usc、vas found by

taking the avcragc of ■10nthly lllcan tcmperattirc for 20 ycars and using the land use indicator

calculated at 20 k■l raditls

Key wordsi Changc in tempcraturc、 Kanto district、Land use changc,Uurban arca.
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1.1ま じ め に

気温tつ十モ年41ヒを見た場合、 その気温資|ヒには,気 IR

の佑r景による1司期的な気温交gllのみではなく、地球温Π妥

化のような令球規模での気漏上ftゃ,都 市化に十ltう気温

上ギといった, ブ、為的な気温夜Fllの成分が含まれてい

る―特に、都市承|★llDような局pll的な気温 卜年分を, 令

国規1実の観測気品テータからそれそれ抽出することは,

地球温暖化を評価 ・予lHlする liで重要な課題とさオtてき

たt

ヒー トアイランド現象に代表される,都 市|ヒの進展に

伴う都市lEkの気温 li昇の要田は,地 夫両の熱Jて支とい ,

た ミクロスケールでげDff生の発展によ!),人 可1排熱や L

地校覆の変化等が 卜な要「剰であることかわかってきた

十1chinosc、1995)‐仰|えは |1牲 やTf地なとの状態かT

スファルトやコンク!|―卜のような土地被権に改変され

ると,蒸 発散作用による気ャ品上昇を抑柳|する機能か失わ

れる.ま た比昇け 小`さくなるために,蓄 熱十年用によって

気棉を上昇させる= 11地彼寝の改空以外にセ), 自gll卓や

エアコン年めブ、11的な"|夕ヽは、 大 気を高接的に暖い4 気

2003年91」1011,合同ブぐ会にて発表
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温を上昇させることになる.IchinOsc α α′.(1997)|ま,

東京 23区 を 、々1象に,細 侑地r甲1吉報の上地利用分類に各

種ll表両ハラメータを与え,局 地気象モテルによる典】軍

境の数値シミュレーションを行った:こ の際、それそれ

のク |″ ドの持つiサ也和1用分類ことに, アルベト・ネ尭

散効■ ・ltl表白ilR度・侑度 ・比熱 ・熱拡散係数の各キ=ハ

ラメータを与えてシミュレーションを行っている.

企回規十':において都市化に伴う気温上昇を評価する子

法の一~lとして、都市における気温変化を,都 市化の有

無により観1鳳Ⅲ点を分類して,気 温俊化を比較する手法か

ある_Maruyamaす αム (2002)|よ, 令任十の県庁ナ"千イ地

の都市と、 そ の1司辺の市町村との気温キを求め、登1何1帰

分析によ!〕人[1以外の気温変動の要1夫|を除去した1多HI気

温とを求y)た.そ の後に 1を正安け品キと人口て示す都市

規1党の関係を分析している.ま た,Noguchi(1994)は ,

都市域の各気象官署での気温 (最|う。最低気温)力どられよ

市化の影響のない気象■岩部tわ半すと」値を引くことによっ

て, mよ市化に伴う気温 11昇分をi由出した:ま た, そr)ィ向

|||した気温 L昇分と人11との関す室性を分析した結果, H

最低気温については郁市化の景夕響か者:しいが, 11最| 気ヽ

温については都市化の景レ響はほとんとみられなかったと

している:ま た,都 市化に|ltう気濡空化の絶女、1量を,一

地点の気温偏壬し1)季節性のみからす山出し,比 較観lRl京を

使わす(都 市気1え成分を抽|||している印F究もあ/~i Park

でrα′.(1994)は 十`■句気'品を, Kusaka α α′(1998)は

最高 ・最低気温について 1肯どのケドlllを試みており, その

結果,NoBuchi(1994)と 同frに、最低気温に関しては

都市化の早夕響か販者であるとしている.

このように,都 市化に伴う気汁i上ケ|う)を観コ1気温テー

タから1由出する手法は様 て々工)るわ1,( すヽれも、 気温に

合まれる都市気1乗成分を抽出した後,都 市化との関す些‖:

を検証する際に,そ の指棟として
~現

作の人||_を 用い

ているtこ れは,Okc(1973)や Kari cr α′(1988)の

研1究によって,都 lj化の特標として現在のブ、「司か代rll可

市とであることか示されてt るヽからてF)るf

とかしなから、田障|ナ也常に独立して存在する|サt】こ[う都

市と叉なり、日本では都市を中t、としたスフロール|よ象

か起きており,都 市の境界が暖味にならざるを得ないJ

また,都 市化による気温 LテFを考える際, 人T排 熱やア

スファルトのような人工的な地掃の増カロ等の物理的特性

とより直接的な関係性を持つてようろう土地利用変化を、

杯市化JD指標として捉え、 気温変化との関連性を分析す

ることか必要と考えられるil子に,上 地千」用に関する

テータは,近 年のリモートセンランクの活用によリー括

して広範な範円のテータ蓄積か「ll能になりつつある.現

在得られ/~2的ギ像度の 1サ也利用テークを用いて,都 市化に

十十1う気温上昇をとこまで評価しうるtiを 1,■にするこ

と|よlTl要な意義を持つと考えられる‐

そこてイ(研究では、都市化の1岳中上!f Li世利用変化

に話||と,最 高 ・最低気温との関す堂‖卜をⅢⅢ「する!土 地

和||||テータによⅢて勧;|「におする気―11卜坪Ⅲ乱ど川可市ヒて

あるかを評価することを本研究の十1向上十ろ

2 使 用データおよび解析方法

2 1解 析 方 法

本研究では気象■著周辺における2時 中の上地和1用

メッシュテークを用い, そつ判問の 十地刊 |||)変化をと

量化する=ま た、十地千Ⅲ用テークの 2R+点に対応した最

高 ・最低気温の変化分と土地和1用変化との他関関係を分

析するt

22 使 用データ

気温テータには気象庁年報 2001に収j求されている要

素りけ,別累年値の最1高気濡 ・最低気温を用いた―イヽ1象地

lHkは, 関東 1部 6叫 における 11カPllの安(象畠晋と測1芙

所 (東京,熊 谷,秩 父,勝 ,市,横 浜,銚 子,水 戸,PE野,

前橋,宇 打;常, 日北)で ある:Noguchi(1994)は ,全

国の 136カ Hllの気象官署の 1950～88イ||の気温偏キ

テータを用いてi成 分分lFrを行い, 各千しk分かネ気象官

暑にヤ|して持つitH局ツプによって同本をK分 したtそ の結

果から,関 代は同 の 大気候的条件下にあるとみなすこ

とが出来る=そ こで 関 束 1割;6県の“象官晋に限定す

ることにより,上 記の気象官営がほぼ関東ヤ野に立地 し

ており,比 や交的同 の 気1夫条件をバ ッククランドに持つ

という仮定のもと, 分析を行う=た たし、1官|||と千葉の

気象官署テークは気温テータの観担1年数か壇いため,分

ll対象から1考ヽ外にた.

11地利用テー タには回上独値情報の i」也斥J用メン

シュJを 叫Jいた! これは 一辺約 100mの 細分区画メン

シュであr),1976年収,1987年 版,1991年 版,1997年

版の4時点のものか整備されている力t,本科F究では土地

利用の長rll的な女化をイ1象とするために、1976年中てと

1997年収の 2時 点のものを用いた「また、 1976年 版上

地利用テークは 1125000地千夕図を, 1997年岐土地利用

データはLandsat画像を基礎データにそメlそれ用いて

おり,上 地利|11の分類もな十異なっているとそこで本研

究では,~田,畑、森林,荒地,そ の他の「日地,77r物用地,

卓↑線交通用地,河 |1也およびtll,日、海よ岐、海浜_の 計

101モ報に分類しFユした, また、1976年収 に地利用 文′

シュの基礎テータてある 1125000地 肝夕図は,地 域に

よって, 作成 ・更新年度か叉なる:そ こて地形文|IXl解を

参照 して, 1976年版_li地利用メッシュは 1971年頃の

上サー也千J用を表していると判的Fした:以 卜,1976年 版 li地
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IⅢを示して( るヽ,こ れは東京気イを1〔|

ヽ1～10 knl円内の傾蚊ては, 1971

|を二i j  l j lヒに伴う十地利用IFラ態の改変か完 1'

こ と
' L lⅢ‐ ■ ′としては1 1か小さくなった

子ろ fF古十半径を担t大すると 1971年 丹十点

_F〔

・
!::と,|とんでいない東京ロヤ★部の地域をr片と
″二  」 とび,,は'出カロするt逆 に、1本i市にわ■

【 1に:十十径をll大するほとフ1に い値に収 ,て

ょ 19 7 1年 の時点において気象官署を中フ亡、と

!1地 rl用の広かる南債が小さい L, 半径を大

二上て|1向げ,総クリフド放か大きくなるためて

:|と,j些|[1する両強について,実 京 ・Jな,市の中

|十i,れるもす)として宇肯「|ギか奉tす|,れる!

卜1ミ1こ j二十る 1都どのlHの変化は,東 京 ・1本浦の 2つ

■ 1を 十七持 った十夕となっている.

32 夏 ・冬季における都市的土地利用変化率と気温

変化との相関傾向

さ。更を代表する|1上して 1用 .8!1を 送ひ、 気 i常2

とこん する累年
｀
|え均の統言期間xと 、 li地下J用生化JD k

卜)ブ(きさ/を 変化させた場合の, 両者の相関係数の

=|ヒ傾向を Fig 2(a)～ (d)に ″」示する‐

Fig 2(a)に ′ホされる 1)1の 用平Jと」最高気温と都市的

|11山f llll変化子の十日関係数は, 半 jとサ年枚 24年 , 集肯半

|1 20kmの ときに最大となり,0755て 見ったt楽 :十十

iたわiブくきく, 平均T去女力fIミくなるようにハラメーク千受うと

することによって,村1関係数が女rLした高い11を示す傾

向かhる .一 方,Fi3 2(b)に 示される 8月 ては、平均

年救 ・集計半径の;受定に関わらず,月 十均景高気綿と勧;

市的十!山和1可!夜化ヤ と力相関は低いとt うヽi占果か付「,れ

た

11J、8月 の用平均最低女t温と都市的土地千」用変化キ

との相関分lllのイ古県か Fig 2(c),(dlで ある,両 用と

とiに,半 1玉20 kmて 集言|した印;市的土地Tll村変化ヤを

|lt たヽときに最 も相関か liくなる傾向か■る:ま た, 1ヽ4

均年救についててあるか,最 高気温によLべ1ヒ較的【'い地

十!てt,高い相関か得られる:こ こでは 1)」と 8サ1のみを

!ILているか, 司様の白ギ析を他のナ」でもイ
=テイ)ておF), r

ⅢⅢ llt本々20 1it以liて相関係教か安定 しているという傾向
‐=!られた.1月 の最仕R気温は/ 20(111,N=20年 のと

二HI‖止人とな!)、0812と な‐コた,一 ん,8「lの最低【i

tて |よ、/=20(■ 1、メ=1641:て 長 ′くとな r),0.931て

|′ た

33 平 均年数 xと 集計半径 /の 決定

1 1師て は,最 高 気温 お よ ひ長 は 気温 の 変 化,

」rコ11、、ぃ コrll n、"上 部子市的 上地 l l l l l夜化千 コ乙t/″

t,キi問か,表 計十十ヽ /と平よ句年欺、を変化させること
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15漏

F i g  2  C o r l・c l a t i o n  c O c m c i c l l l  b c t、c c n」とび丁r  a l l d

ゴ■1、胸, a c c 0 1‐d i n g  t t o  t h e、a r i o t l、c o m b i n a t i o n s

of thc radius′・ for 」二ι  alld thc pcriOd x fOr

avcraging Of maxinlun1/nllllllllllnl tcnlpcrature

ゴ五1、加 is thc diIFerellce bet、せせn五 |、"一 r″、",

wherc 五 r(" is thc a、craごC tCnlpcraturc ttom
tt1 996-x…

 lo 1996、 alld r    i、1■on3 ｀
｀
1970-ェ

…

to 1970  The s口 bscript ′7(1ビ11()tc、 nlaXllnum or

mininlurn  tcnlpcraturc  arld  tllビ   stlbscript  ″?

dcnotes a month. (a)｀ 1とヽヽ 111ltllll tCnipcrature in

Januaryt(b)nlaxinlulll tc11lPCrattirc ill Augusti

(C)minimum〔 cnlpcraturc in Januaぃi and(3)

rllinimum temperaturc in へ(1事ti、(  」 二U'′ is

dcscribcd in Fig l
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T a b l c  l  M a x i m u m  v a l u e s  o f  t l l c  c o r r e l a t i o n  c o e t t c t e n t s  b c t w e e nゴニ“ ′andコ 五r、".a c c o r d i n g  t o

the various combinatlons of the raditls/ and thc pcriod tt for avcraging  コとし,, and コ五1(,7 arC

described in Fig l and Fig 2、respectivcly

Feb  Mar Apr May  Jl】 n Aug   Scp Oct   Nov  Dcc  Annual

Maximurll air tcmperaturc

Correlation cocttcient 0 755

X      (yCar)  24

/   (km)  20

Minimulll air tcmpcraturc

Correlatioll cocmCient o 812

X      (yCar)   20

/      (km)   20

0 689 0 613

20    28

1 5    1 0

0 869 0 829

21    22

20    20

0 520 0 513

30    30

1 0    1 0

0 937 0 908

23    28

20    20

0 191 0 278

30    30

20    10

0 874 0 738

28    27

20    20

0 393 0 468

30    10

10    5

0 931 0 951

16    25

20    20

0 282 0 432 0 821  0 518

16    29    30     30

20    20    20     15

0 840 0 859 0 843  0 928

30    23    17     22

20    20    20     20

によってとにつような変化傾向を持つかを解析した.そ こ

て、^ラ ズータ/と 、を変化させたとき,各 用の最高 ・

最低気温の気温変化と吉F市的土地利用変化率の相FrH係数

の最大値のみを, Table lにまとy)て示す:最 高気温て

|ま12月 ・1)|における相卜J係数わ甘0821,0755と 比申夜

的高いか,最 低気温と比べると令体的に低い値となって

いることかわかる=年 +`4均においても最高気温の相関係

放は0518と なっており、強い関連十1:かあるとは言い堆

い.ま た,各 用での最大の十日関を示す平均年狭メはサ1に

よってまちまちであr), 今「II設定 した 10～30年 の範囲

内に分散しておリーまに'央まる傾向かみられない!同 様

に乗計半祥/についても, 半イモ5～20kmと 月によって

異なる結果となった:
一方, 月平均最低気温と』;市的 11地利用変化キの相関

係教はそヽ十本的に高 く、最低値を示す 7'1で ち0738て

あった,特 に4月 ,8月 19月 において0.9以 11の高い佃

関を示した:相 関最大を示す集計
｀
lt径メは,最 高気温と

異な1),す /(`ての月において 20(lmと にヽう結果か得f)

れた.ま た, 十ヽを均年冴父は 16年から30年 とlml上十い1占果か

得られたが, 1月 ・8月以クトにも3.2節 と司lTの的ギ析を

行うことにより,20年 前4‐rAの平均年= を々用いれ|す十分

であると半」析した|

以 11の結果をまとめると,最 高気温は最低気温に比

へ,都 市的土地利用変化千 コニ既 ,との関連性は占まり

みられす,特 に夏季にわける関連rl:は弱 く,仰|えは思月

では最適な′ヽラメータ選択を行っても相関係放は最大で

0393で あったt逆 に冬季の 1月,12用 ではやや関連‖:

かみられるという結果となった,一リブ,最 低気IRでは,

月によらず勧;市的土地利用変化手 コニυF rとの相関が高

い.ま た、長太の相関11を示したときの集計半十と|ま,月

によらず 20 kmて一lLてあり,気 綿夜化値」rmn、 "を

求める際に必要な平1均年敗メは,20年 白t後をとれは |

分と考えられる!

そこで1 平均年教 2011柴 言1半作20kmと 設定し,

ナ1最低気温の気温空化コ『品n、かと都市的十地利用変化

ヤコニ■ ″の十吉果を汁々市図としてFi3 3に示す:ra)は

1月の'1平均最低気温,(b)は 8月υD月平均最低気温の

もt17であると1月ては相関係敦 0812,8月 では0.908

とな‐た

都市的 111世利用変化辛と最高気編の変化にはない関連

性かみ られないというヤ吉果か得られたか、Noguchi

(1994)やKllsaka θr α′(1998)によっても示されてい

るように、一般的に都市化に伴う気温 Ltttよ最| 気ヽ温よ

りも最低気温て顕者であるとされている.こ れは,最 高

気品が観担けされる時PRl帯の気象条件 ・口射条件が大きく

章レ伴していると考えられるi本 来〕fLl表面十1近の大気を

暖める熱J車として考えられるのは, 国射 ・地表両 ・り:翠ヽ

なとがあるか,最 高安i掃は同中 に千過ぎに観測されるた

y), 気温のキタ成に 1射か大き(「rHわる. し拘ヽし, 国射tア)

状態は観測地の局「折的な立地条件によって大きく変わる

ため,そ防朽化の規模を反映しにくいと考えられるとまた、

Ichinosc r1995)(Mtkami(1996)は1 東京における

ヒートアイランド現象では日中の海1重tにより綿塊の移流

もしくは白力摸が起きているとしており,温 塊の発生地と

気温観測〕也の■問的イ(一致か′|していることも考えられ

る.

以上の理由から,特 に夏季において最高気流の変化と

|サヒ千」FF]変化との「―H迪性わttt tとヽにヽう十占果んヽ十1ら,1たと

推禁されるチ また最をi気品では,Table lで得られた六

ラメータxと /の値i、月によってまちまちであr),本研

究で用いた都市的iltl千J Ell変化+と の十た計解相「ではその

気温 L坪をi巴にすることは本1葉佐てれると考えられる.一

方,最 低気温では相関最大となるときの集計半径はすべ

ての月において 20kmで あり,平 !句年敷xも 20年科度

で 十分てあると( うヽ構果か得られ,都 市的 |11也T IEll変化

■と最低気温の気温変化にはない関連‖1があるとホされ

た,気 象竹署を中′亡、とした半径 20 km円内における都

市的土地和1用変十ヒ■か,最 低気温の気温 |十1と関連性わi
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Fig 3  Scattcr diagram sho、vilag tllc relationship

betwccnゴ ニ畝 ′andコ rmin、脚 for(a)January

and(b)August(r=20 km、 ヌ=20 ycars) ソとし'′

andコ 冤1、用arc described in Fig. l and Fig.2,

rcspcctivcly

=サるという結果か得られたが,気 象官署から20km離

■た地ギ1での li地下J用の状態が気象行署で観測される最

t【気温に,'科しているとは考えにくい: この結果は,気

象ど督わit,上置する都市の規模に応して奄■する, ブ、li的

iデ地盤や排熱の特カロといったものの都市化tつ指標とし

て,J11イト20 kmの +11内て柴計される印;市的土地利用の

左化才か最低気温ul l変化に彰響を及ぼすことを示すと考

えられる.本 研究て対象とした煮象官署には,東 京 ・横

!1つよ らな同4(でも有数の人翔!市を合んでおり, このよ

うな太都市を含めて評価するには半イ革20 km千1度の集

吉|1可か必要と考えられz‐li したかって1対 象となる気象
・
干吾に大都市に立地するものか含まれていない場合,よ

1/1さヽい兵声1円でも十分な結果が得られると予想 され

ら そ |)1準には,今 1声lと同様の解析を行うことによりl「Sl

t」な集計円を適用する必要がある.

34 都 市的土地利用変化率と人日の比較

本研究では,者酌IF化の指標として土地利用変化を使用

上ているが,一 拘受的には人口を用いることが多い.Karl

βr α′(1988)によると,気 温変化を説明する際に現在の

一日寺■のみの人 |で トケ)で あるとしている.ま た,

Noguchi(1994), Park gr αム +1994)、 KLiSaka gr αム
‐1998)は , 各気象官署における気温 上昇を説明する変

| と々して,現 在の対放人|]を用いている.そ こで,都 市

規模として都市的土地利用変化手を用いた場合と,現 在

のブ、口を用いた場合との比較を行った,1月 , 8月 の最

Toky。 ◆
( b )        . M a c b a s h i    ◆

◆Kumagaya      Yokoha nna

◆Tatentt UtSunom ya
Katsuura      ◆ Mに。
◆   ◆ Ch ch bり

◆N kko  ° chosh            R― r)ぷSS

-02

10000 100000      1000000     10000000

Poptllation

Fi8 4  Scatter diagram sho、ving the relationship

bctween population and コ 『lhn、′" for(a)

Janilary and (b)August(/=20km. I=20

ycars)コ 乙臥 ァandコ ■,i"arc dcscribcd in Fig

l and Fig 2, respectively.

llR気温の気沸変化コrma、、",コ rmは "と 1995年の人

日との相関分析を試みた. ただし、 平均午数は20年 て

両古とも統 ‐した.Fig.4(a),(b)か そのときの散イ「図

てhる , ブ、llを用いたとき11ナ 」の最低気温との村i関係

数 は 0903,8月 の最低気温 との相関係数は 0855て

あ ,た.対 放ノ、+1と都市的土地利EH変化卒で十日関を調べ

たところ.相 関係教 0874て あった。

ここでは現時点でに)人口を用いることによって,気 温

上昇と比,女的高い相関がlT r)れたが,ノ、口を用いた場合

の 1同題点として,ブ、Elデータの柴言1方法が人為的な行政

区分によるもf)であること力f挙|十られる: 日本のように

市街地同士か隣接 している地域では,気 象官署がどの行

政区画まで含まれるかを決定する際に'主音を要する.ま

た,あ る 1時 点の人口は,本 来、気温を変化させる要因

の代用的な要因と考えられる.本 伊1究で都市化の指標と

して用いた土地利用在化は, 気温を変化させる要因とし

て, 1時 点の人口よr)も、 よ り直接的な指標と位置づけ

られるとともに,気 温変化との相関分析から人口と同程

度の説明 l」を持つ指標であることを示 したi lL会経済

デークである人 ]は, センサステータわせ末整1肯な地域て

は使用することかできないわi■ 地千」用テーやは,筒 早

リモー トセンシンクのテータから杵,L‐L可付とであり,セ ン

サステークがない地Ⅲkにおいても(郁 IF化による気温変

化を推定できる可能■かある!

都市化といった局所的要四に基つく気温_L昇を実抑1気

3 6

0 4

°
  1辮 岩品鵬a
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輪鮮牌     R却 的S
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混テータから抽出し、印;市化との関連性を分析するため

には,1司期的な気候変動に基づ く要1対をlll除する必要か

ある― Noguchi(1994)汽うMaruyama cr α′ (2002)は

てヽ1象とする気象官署の気綿テータカずク、「対しバ ッククラ

ント気候tつ成分を持つと考えf,れる気Zt'署の気温テー

クを引いており, また、Park?rα′(1994)やKusaka

αα′(1998)は,気温偏211の不師変化″ヽ ターンに吉円し

た生成分分析を行い, 1観測点のテータから都市化の影

響に栞つく気温 11平分を拘|1出してt るヽ 1(研究では,周

期的な気温変動分を気温テータわ1ら「↑去するた1/1に累年
、|を均値をtrlい,半 !句年狭を20年 として分伸「を行ったが,

20年の平均年秋によってすべての周町1的な気候変動分

を消去 L Lllれていない可市ヒ性かあることと考慮に入れる

必要かttる:

4 .ま と め

本bT先ては, れよ市化か気温に及|ます影響を,上 地利用

の夜化と最高気淵 ・最低気温の関連性という観点から見

直し、土地コ1料テータを用( てヽ都市における気i品上FIう

説明可有ヒであるかを1代iFした:得 られた桔果は以 ドのと

おりである.

(1)長 高気温の変化と,地利||1変化との間にはない

関連性はネトヽれず,特 に更年においてはほとんと相関か

みtられなカー)た― 後 牧tr)都市を対象として, 都市にお■

る最高気品の気温 1冒を評価する際には,都 市規償と

いったマクロな指標を用いて説明することは困難である

ことか本叫先でも確言ユどllたf

(2)最 低気温tD変化と上地利用変化とつ関連性て

は,気 家i署 を中ッ亡、として半十ヽ 20 km」)円内でザ)m;市

的な11地利111変化を集岳十することによって,最 低気温の

変化とヤiい個関関係が示された=半 径 20 kmに設定す

ることによって,東 京のような人都市でも|!地和!片」の変

化か進む市街地周千本部を円|ナ」に含いること力i ll行ヒとな

り,関 束に存ねす る気象自号におけるm!市気温を評価す

ることが回j有ヒとなった=ま た、気温変化を算出する際に

同期的な気1丈変動の影智を除去するため、累年平均値を

用いた そ の結果1 累年平均備の|た計期間を20年前十七

に設定することによ|)1 気品に及|ます都市化の景夕響を投

知することか可liとであることが示唆された=

(3)末 311究では,都 市化か気温に与える景夕響を評価

するために 都 市化の指停として土地利用tつ変化に吉日

した,都 市|との特伴としてはこれまて現在tモル、「]を用い

ることが一ti的てあったか, 上地TN l用テークを用にヽて都

市における気温 li昇を評価する手法を提案することか|||

来た,
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